
吹田市南吹田 4 丁目 4500番 22、 25、 26、 27、 28、 29、 水路、 里道

における埋蔵文化財確認調査の報告について

1 調査の契機 令和5年(2023年）2月17日付け埋蔵文化財発掘の屈出による確認調査

2 遺 跡 名 五反島遣跡

3 調 査 日 （1)機械掘削立会 令和5年(2023年）5月12日・16日・17日

(2)確認調査 令和5年(2023年）5月2213~6月15日

4 調査担当 吹田市教育委員会文化財保護課

西本安秀・堀口健ニ ・ 猪股文京・田中充徳

5 調査の経過

今回の確認調査では、 建築工事の予定範囲内に調査区3か所（トレンチ1 • 2 • 3、

約70. 03 rrf)を設定して実施しました。 これまでに五反島遺跡で実施した 第1次から第

3次にわたる発掘調査では、 現地表面から主に深さ約4m~6mで遣構。遺物の包蔵が確

認さ れていたことから、 シー トパイル（鋼矢板）を設置後、 深さ約2 .5mまでは重機による

掘削作業の際に立会を行い土層の堆積状況等を観察しました。 確認調査は、 縦方向に打

ち込んだ矢板を支える横方向の部材を設置するなどの安全対策を施した後、 各トレンチ

において重機及び人力を用いて掘削を行い、 写真撮影、 平面及び士層断面の図面による

記録作成を実施しました。

6 調査の成果

(1)上層、 遺構等

A トレンチl

トレンチ1では地表面下約6.4mまで掘削を行いました。 現地表面下約1.7mまでは

現代の盛土層（第①～④層）で、 その下に旧表土層（第⑤層）があり、約3. 5mまでは主に

粘土層（第⑥・⑦層、 第1~7層）でした。以下砂層（第9 • 11層）、 シルト及び粘土層（第

10·12·14·16·17層）、 粘質砂層（第18~20• 2 3 • 25層）、砂層（第21 • 26 • 27層）、

粘質砂層（第28~31層）、砂層（第34層）、砂質土（第33 • 36 • 41層）、粘質砂層（第39

4 2層）、粘質土層（第43層）、砂層（第45層）等のさまざまな堆積層が概ね水平方向に堆

積し、 深さ約5. 9mで地山と考えられる緑黒色粘質細砂層（第 46層）•黒色粗砂層（第

47層）に達する状況がみられました。

これらの土層のうち、地表面下深さ約4.0m付近に展開する灰色シルト層等 （第14

16 • 17層）の上面から、 溝と考えられる大型の落ち込み］か所（溝1)やピット2基(!:::
゜

ット］ ． 2)を検出しました。 このうち、 溝lは深さ約0.6m以上、 幅約1.4m以上、 方

位N—約55° -Eを測り、調査地の南側を流れる神崎川と交差し、 西側で南流する糸田

川と併走する方向を示していました。 その埋土からは土師器皿、 漆器椀、 板材等の中

世と考えられる遺物が出土し、 遺構面でもロクロ土師器椀、 土師器皿、 須恵器甕（16図

1）、 大型板材(6 • 7図（1))・有孔板材(6 • 8図(2))などの木製品、鉄製釘(16図2)等の平

安時代後期～中世と考えられる遺物が出土した他、 ピット］内でも中世と考えられる

資料３　別紙３（意見５）

久保田 正子
長方形
































